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社
会
は
か
つ
て
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
ス
ピ
ー
ド
と
激

し
さ
で
変
化
し
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
導
入
も
あ
り
、
非

接
触
型
の
支
払
方
法
が
普
及

す
る
な
ど
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ

の
移
行
が
加
速
し
て
い
る
。

ま
た
、
気
候
変
動
を
抑
え
る

た
め
に
脱
炭
素
社
会
へ
の
移

行
が
求
め
ら
れ
る
中
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
伴

う
世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

足
に
よ
っ
て
脱
炭
素
技
術
の

開
発
競
争
が
激
化
。
さ
ら
に

は
、
地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま

り
や
最
先
端
技
術
を
巡
る
脱

中
国
の
動
き
を
受
け
て
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
産
業
基

盤
の
見
直
し
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
わ
が
国
は
長
期
に
及
ぶ
ス

ラ
ン
プ
で
経
済
の
地
盤
沈
下

が
進
ん
で
お
り
、
高
度
な
文

化
的
社
会
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
産
業
構
造
を
大

き
く
転
換
し
て
「
モ
ノ
づ
く

り
大
国
」
と
し
て
復
活
す
る

こ
と
が
鍵
に
な
る
。
今
こ
そ

本
気
度
が
試
さ
れ
る
時
で
あ

り
、
産
官
学
が
英
知
を
結
集

し
て
全
力
で
役
割
を
発
揮
す

る
と
と
も
に
、
不
測
の
リ
ス

ク
に
備
え
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
経
済
を
持
続
的
に
発
展
さ

せ
国
民
に
健
康
で
豊
か
な
生

活
を
保
障
す
る
こ
と
は
政
府

の
最
重
要
責
務
の
一
つ
で
あ

る
が
、
日
本
の
財
政
は
高
齢

化
の
進
展
に
伴
う
社
会
保
障

支
出
の
増
加
や
相
次
ぐ
大
規

模
な
自
然
災
害
、
新
型
コ
ロ

ナ
と
い
っ
た
想
定
外
の
出
来

事
に
よ
っ
て
赤
字
が
拡
大

し
、
将
来
の
不
測
の
事
態
に

備
え
る
財
政
的
な
余
裕
が
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
本
書
は
、
こ
う
し
た
大
き

な
社
会
変
革
と
産
業
基
盤
の

変
化
を
俯
瞰
し
、
日
本
が
再

び
輝
き
を
取
り
戻
す
た
め
の

指
針
を
示
す
と
と
も
に
、
日

本
人
の
心
構
え
を
説
い
て
い

る
。
ま
た
、
厳
し
い
国
家
財

政
を
踏
ま
え
、
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
を
高
め
る
た
め
に
保
険
を

活
用
し
て
自
助
を
拡
充
す
べ

き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
序
章
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

と
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
、
重
大
化
す
る
サ
イ
バ
ー

テ
ロ
、
気
候
変
動
対
策
な

ど
、
想
定
外
の
事
象
が
続
発

し
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て

い
る
現
状
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
る
。

　
第
１
章
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
世
界
的
流
行
で
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し

た
こ
と
、
世
界
ト
ッ
プ
水
準

の
は
ず
で
あ
っ
た
日
本
の
医

療
体
制
が
感
染
拡
大
の
初
期

段
階
で
崩
壊
し
た
こ
と
、
そ

し
て
ワ
ク
チ
ン
の
全
量
を
海

外
か
ら
の
輸
入
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
状
況
に
つ
い

て
、
「
日
本
人
の
思
い
上
が

り
」
が
あ
っ
た
と
痛
烈
に
批

判
し
て
い
る
。

　
第
２
章
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

社
会
で
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

な
ど
が
一
般
化
し
、
消
費
行

動
も
変
化
す
る
が
、
日
本
の

デ
ジ
タ
ル
化
は
先
進
諸
国
の

中
で
大
き
く
後
れ
を
取
っ
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
世
界

か
ら
取
り
残
さ
れ
か
ね
な
い

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　
第
３
章
で
は
、
日
本
の
財

政
事
情
に
つ
い
て
、
バ
ブ
ル

崩
壊
以
降
の
税
収
の
伸
び
悩

み
と
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、

東
日
本
大
震
災
、
新
型
コ
ロ

ナ
関
連
支
出
に
よ
り
赤
字
が

拡
大
し
続
け
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、
財
政
余
力
が
乏
し

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

不
測
の
事
態
に
備
え
る
た
め

に
は
自
助
を
拡
充
す
る
必
要

が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
第
４
章
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

社
会
に
お
い
て
重
大
化
す
る

サ
イ
バ
ー
テ
ロ
の
脅
威
に
つ

い
て
、
英
国
の
ロ
イ
ズ
な
ど

の
研
究
を
紹
介
し
、
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
拡
充
が

急
務
で
あ
る
こ
と
、
保
険
の

一
層
の
普
及
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
第
５
章
で
は
、
人
類
が
現

在
直
面
す
る
最
大
の
リ
ス
ク

と
し
て
気
候
変
動
を
挙
げ
、

国
際
社
会
の
取
り
組
み
の
現

状
、
気
象
災
害
激
化
の
実
態

を
示
し
、
大
胆
な
ア
ク
シ
ョ

ン
が
急
務
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
気
候
変
動
対
策

の
た
め
に
「
脱
炭
素
」
社
会

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。

　
第
６
章
で
は
、
地
政
学
リ

ス
ク
の
高
ま
り
と
そ
の
影
響

に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
下

で
過
度
な
中
国
依
存
が
物
流

の
停
滞
を
招
い
た
と
し
て
、

脱
ロ
シ
ア
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

社
会
が
直
面
す
る
課
題
か
ら
保
険
利
用
拡
大
の
必
要
性
説
く

『
大
変
革
社
会
と
リ
ス
ク

―
試
さ
れ
る
日
本
の
本
気
度
と
保
険
に
よ
る
自
助
―
』
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ド
イ
ツ
の
シ
ョ
ル
ツ
政

権
は
１
月
６
日
、
同
国
製

の
マ
ル
ダ
ー
型
装
甲
歩
兵

戦
闘
車
40
両
と
、
パ
ト
リ

オ
ッ
ト
・
対
空
ミ
サ
イ
ル

を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
供
与
す

る
と
発
表
し
た
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン

ス
キ
ー
政
権
は
「
こ
の
戦

争
は
、
ロ
シ
ア
軍
を
ク
リ

ミ
ア
半
島
と
ド
ン
バ
ス
地

区
を
含
む
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領

か
ら
完
全
に
撤
退
さ
せ
る

ま
で
終
わ
ら
な
い
。
ロ
シ

ア
軍
を
駆
逐
す
る
に
は
、

現
在
あ
る
兵
器
だ
け
で
は

不
十
分
だ
。
ド
イ
ツ
の
レ

オ
パ
ル
ド
２
型
な
ど
西
側

製
の
戦
闘
戦
車
（
Ｍ
Ｂ
Ｔ

：
メ
イ
ン
・
バ
ト
ル
・
タ

ン
ク
）
や
、
マ
ル
ダ
ー
の

よ
う
な
西
側
製
の
装
甲
歩

兵
戦
闘
車
が
不
可
欠
だ
」

と
主
張
し
て
き
た
。

　
だ
が
、
シ
ョ
ル
ツ
首
相

は
「
米
国
な
ど
他
の
国
々

も
、
戦
闘
戦
車
や
装
甲
歩

兵
戦
闘
車
は
供
与
し
て
い

な
い
。
ド
イ
ツ
が
い
ち
早

く
供
与
す
れ
ば
、
ロ
シ
ア

か
ら
交
戦
国
と
見
な
さ
れ

る
。
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
と
ロ
シ
ア

の
戦
争
を
避
け
る
こ
と
は

私
の
最
大
の
義
務
だ
」
と

述
べ
、
レ
オ
パ
ル
ド
２
と

マ
ル
ダ
ー
の
供
与
を
拒
ん

で
き
た
。

　
だ
が
、
１
月
６
日
に
米

国
が
同
国
製
の
ブ
ラ
ッ
ド

レ
ー
歩
兵
戦
闘
車
を
、
フ

ラ
ン
ス
が
同
国
製
の
Ａ
Ｍ

Ｘ
―
10
Ｒ
Ｃ
偵
察
戦
闘
車

を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
送
る
こ

と
を
発
表
し
た
。
シ
ョ
ル

ツ
首
相
も
圧
力
に
屈
し

て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
要
求

通
り
マ
ル
ダ
ー
の
供
与
を

決
め
た
。

　
ド
イ
ツ
国
防
省
の
発
表

に
よ
る
と
、
昨
年
１
月
１

日
か
ら
の
１
年
間
に
ド
イ

ツ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
供
与

し
た
兵
器
、
弾
薬
、
装
備

の
総
額
は
22
億
４
５
３
０

万
ユ
ー
ロ
（
３
１
４
３
億

円
、
１
ユ
ー
ロ
＝
１
４
０

円
換
算
、
以
下
同
じ
）
に

上
る
。
キ
ー
ル
世
界
経
済

研
究
所
（
Ｉ
Ｆ
Ｗ
）
の
デ

ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
る
と
、

ド
イ
ツ
の
軍
事
支
援
額
は

米
国
（
２
２
８
億
６
０
０

０
万
ユ
ー
ロ
）
、
英
国

（
41
億
３
０
０
０
万
ユ
ー

ロ
）
に
次
い
で
世
界
で
３

番
目
に
多
い
。
　

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
切
望
す

る
レ
オ
パ
ル
ド
２
型
の
供

与
も
時
間
の
問
題
だ
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
ロ
シ
ア
軍
を

領
土
か
ら
駆
逐
す
る
た
め

に
約
３
０
０
両
の
戦
車
を

必
要
と
し
て
い
る
。
レ
オ

パ
ル
ド
型
を
使
っ
て
い
る

国
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ト

ル
コ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ギ
リ

シ
ャ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
カ

ナ
ダ
な
ど
13
カ
国
に
上

り
、
約
２
０
０
０
両
が
使

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

国
々
が
「
レ
オ
パ
ル
ド
・

プ
ー
ル
」
を
結
成
し
、
合

同
で
戦
車
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
送
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
そ
う
す
れ
ば
、
ド
イ

ツ
が
心
配
し
て
い
る
独
り

歩
き
は
避
け
ら
れ
る
。

　
在
欧
米
国
陸
軍
の
ベ
ン

・
ホ
ッ
ジ
ス
元
司
令
官
は

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
４
月

に
反
攻
作
戦
を
開
始
し
、

ク
リ
ミ
ア
半
島
を
奪
回
す

る
」
と
予
測
し
て
い
る

が
、
欧
米
諸
国
が
こ
れ
ま

で
避
け
て
き
た
戦
車
や
歩

兵
戦
闘
車
の
供
与
を
開
始

す
る
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
の
春
季
大
攻
勢
を
支
援

す
る
た
め
か
も
し
れ
な

い
。
西
側
の
戦
車
は
、
膠

着
状
態
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
に
転
機
を
も
た
ら
す
だ

ろ
う
か
。

（
文
・
絵
　
熊
谷
　
徹
　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
在
住
）
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最
先
端
通
信
技
術
・
製
品
の

脱
中
国
の
動
き
な
ど
が
、
グ

ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
再
構
築
に
発
展
し
て
い

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま

た
、
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

海
外
か
ら
の
輸
入
に
依
存
す

る
日
本
は
、
「
モ
ノ
づ
く

り
」
を
再
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
先

端
技
術
の
開
発
競
争
で
主
導

権
を
握
る
こ
と
が
鍵
に
な
る

と
し
て
、
日
本
人
の
覚
悟
を

促
し
て
い
る
。

　
最
終
の
第
７
章
で
は
、

「
大
変
革
社
会
に
お
い
て
、

文
化
的
社
会
の
維
持
と
サ
ス

テ
イ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現

の
た
め
に
日
本
が
ど
の
よ
う

に
振
る
舞
う
べ
き
か
」
と
い

う
本
書
の
主
題
に
つ
い
て
筆

者
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
財
政
的
余
裕
が
消
え

た
中
、
保
険
の
利
用
拡
大
を

柱
と
し
た
リ
ス
ク
カ
ル
チ
ャ

ー
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
本
書
は
、
筆
者
が
長
年
の

グ
ロ
ー
バ
ル
再
保
険
に
携
わ

っ
た
経
験
か
ら
世
界
と
日
本

の
直
面
す
る
重
要
課
題
を
俯

瞰
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
の

核
心
と
そ
の
対
処
方
法
、
日

本
の
向
か
う
べ
き
方
向
性
と

試
さ
れ
る
本
気
度
、
保
険
の

利
用
拡
大
の
必
要
性
を
説
い

た
も
の
で
あ
る
。
保
険
事
業

に
従
事
す
る
方
は
も
と
よ

り
、
広
く
実
業
界
や
行
政

官
、
将
来
を
担
う
院
生
や
学

部
生
に
も
読
ん
で
も
ら
い
た

い
本
で
あ
る
。
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